











一 1)、佐藤　浩三 1)、謝　　毅宏 1)、倉沢　　淳 1)、





















































































世 1)、川西　良典 2)、當別當庸子 1)、井関　明生 1)、
加藤　道久 1)、郷　　律子 1)
【はじめに】末梢神経ブロックの際、局所麻酔薬にデキサメサゾン
を添加すると鎮痛作用が延長することは一般に知られているが、全
身投与と局所投与のどちらが効果的であるかは、十分に検討されて
いない。今回局所麻酔薬とデキサメサゾンによるブロックを行う群
と、局所麻酔薬によるブロックとデキサメサゾンの静注を行う群を
比較することで、作用延長効果が全身性か局所効果かを検討した。
【方法】2012年1月から11月までに関節鏡下肩手術を受けた患者34名
を対象とした。全身麻酔下で手術終了後に、腕神経叢ブロック斜角
筋間法を行い、0.75%ロピバカイン20mlのみでブロックを行うC群(12
人)、ロピバカインにデキサメサゾン4mgを添加しブロックを行う
DL群(12人)、ロピバカインによるブロックと同時にデキサメサゾン
4mgを静注するDS群(10人)に無作為に振り分けた。術翌朝に診察を
行い術後鎮痛剤投与の有無、初回鎮痛剤投与までの時間などを調査
した。統計にはKruskal-Wallis検定で行い、P＜0.05で有意差ありと
した。
【結果】C群、DL群、DS群の鎮痛剤投与人数は、それぞれ8人、6人、
6人であり、有意差は認めなかった。初回鎮痛剤投与までの時間（hr）
はC群12.5±5.3、DL群20.6±5.3、DS群13.8±2.5であり、DL群に有
意差を認めた。（P＜0.02）
【考察】動物実験では局所のグルココルチコイド受容体を介した作
用延長効果が示されており、今回の研究でも同様の効果が認められ
たと考えられる。
【結語】局所麻酔薬にデキサメサゾンを添加すると、鎮痛作用が延
長する。この効果は全身投与では認められない。
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